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 日本節足動物発生学会第 51 回大会は平成 27 年 6 月 12-13
日，福島県耶麻郡北塩原村の休暇村裏磐梯天文台ホールに

て開催された。参加者は福島大学の他，筑波大学，愛媛大

学，名古屋大学，自治医科大学，生物資源研究所，海洋研

究開発機構， JT 生命誌研究館，横須賀市自然・人文博物館

などに所属する 34 名の研究者・大学院生などで，講演題数

は本大会前に開催した公開講演会における特別講演２題，

本大会の一般講演 11 題，学会奨励賞受賞者による受賞講演

１題の計 14 題であった（福島大学からは教員３名，大学院

生等８名が参加し，教員１名，大学院生２名が研究発表を

行った。）。  
 初日（ 12 日）の 13:00 からの公開講演会は，２名の外国

人研究者を演者に迎えて実施した。世界的に著名な昆虫形

態学者である Prof.  R.G.Beutel（ドイツ・イェーナ大学）は

「The Evolut ion of Megadiversi ty in Hexapoda (Arthropoda)  」
とのタイトルで，新進気鋭の昆虫形態学者である Dr. A. 
Blanke（ドイツ・ボン大学）は「Mouthpart Evolution in  Early 
Hexapoda」とのタイトルで，それぞれの分野における最新

の知見を盛り込んだ非常にエキサイティングな講演をされ

た。  
 学会大会は学会奨励賞を受賞した筑波大学菅平高原実験

セ ン タ ー 所 属 の PD 真 下 雄 太 氏 に よ る 受 賞 者 講 演

「Comparat ive Embryology of Zoraptera」，そして，昆虫の胚

発生，形態の機能解析，遺伝子発現解析，節足動物の系統

進化，新しい研究手法の導入など多様な分野にわたる一般

講演が実施された。 11 題の一般講演のうち 9 題のプレゼン

テーションが英語で実施され，いずれもアクティヴなディ

スカッションが繰り広げられた。  
 最後に学会の総会が開催され，２日目（ 13 日）の 14:00
にすべてのプログラムが終了した。  

 




















